
令和２年度 和歌山大学大学院システム工学研究科博士後期課程 

学生募集要項（３次募集） 

 この度,和歌山大学大学院システム工学研究科博士後期課程では,３次募集を行うこととなり

ました。 

３次募集の選抜については下記「選抜日程等の概要」により実施します。 

学生募集要項ｐ１～５については,次ページからの募集要項を参照してください。（ｐ６～１

０は、共通の内容です。） 

出願書類等については,既に発行済みの『令和２年度 和歌山大学大学院システム工学研究科

博士後期課程学生募集要項』を使用してください。 

 なお,修正済みの学生募集要項（要項部分のみ）は,本研究科のホームページに掲載しており

ますので,下記 URL にてご覧ください。 

https://www.wakayama-u.ac.jp/sys/grad_sys/ 

選抜日程等の概要 

出 願 資 格 審 査 申 請 期 限 令和２年１月２０日（月）から１月２２日（水） 午後５時まで【必着】 

出 願 期 間 令和２年１月２０日（月）から１月２２日（水） 午後５時まで【必着】 

選 抜 日 
令和２年２月８日（土） ［予備日：２月９日（日）］ 

※ 面接時刻については、別途通知します

合 格 者 の 発 表 令和２年２月１４日（金） 午前１０時 

入 学 手 続 期 間 令和２年３月２６日（木）から３月２７日（金）まで 

※ ３次募集では、コンビニでの検定料支払いができませんので、ご注意ください。
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2020年度
和歌山大学大学院システム工学研究科博士後期課程学生募集要項

１．募集人員
専        攻 クラスタ 募集人員 備 考

システム工学

コミュニケーション科学

若干名

　募集人員を満たさなかった場合
のみ、4次募集を実施します。4次
募集実施の有無については、合格
者の発表後にシステム工学研究科
のホームページ（https://www.…
wakayama-u.ac.jp/sys/grad_…
sys/）で周知します。

先進情報処理メカトロニクス
知 能 科 学
デ ザ イ ン 科 学
シ ス テ ム 知 能
物 理 工 学
ナ ノ マ テ リ ア ル
ナノテクノロジー
知 的 モ デ リ ン グ

※配属を志望するクラスタは、出願時に選択します。クラスタについては、8〜10ページを参照
してください。

２．出願資格
　　出願時において次の各号のいずれかに該当する者。

（1）修士の学位または専門職学位（学校教育法第104条第１項の規定に基づき学位規則（昭和
28年文部省令第９号）第５条の２に規定する専門職学位をいう。以下において同じ。）を
有する者または2020年３月までにそれらの学位を得る見込みの者。

（2）外国において修士の学位もしくは専門職学位に相当する学位を授与された者または2020年
３月までにそれらの学位を得る見込みの者。

（3）外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位もしく
は専門職学位に相当する学位を授与された者または2020年３月までにそれらの学位を得る
見込みの者。

（4）我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度におい
て位置づけられた教育施設であって、文部科学大臣が別に指定するものの当該課程を修了
し、修士の学位または専門職学位に相当する学位を授与された者または2020年３月までに
授与される見込みの者。

（5）国際連合大学本部に関する国際連合と日本国との間の協定の実施に伴う特別措置法（昭和
51年法律第72号）第１条第２項に規定する1972年12月11日の国際連合総会決議に基づき設
立された国際連合大学の課程を修了し、修士の学位に相当する学位を授与された者または
2020年３月までに授与される見込みの者。

（6）外国の学校、学校教育法施行規則第156条第３号の指定を受けた教育施設または国際連合
大学の教育課程を履修し、大学院設置基準第16条の２に規定する試験及び審査に相当する
ものに合格し、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認められた者。

（7）文部科学大臣の指定した者（平成元年文部省告示第118号）。
（8）本研究科において、個別の入学資格審査により、修士の学位または専門職学位を有する者

と同等以上の学力があると認めた者で、2020年３月までに24歳に達する者。

注１．出願資格（6）、（7）、（8）により出願を希望する者は、事前に「出願資格審査」を行うので、次ページ
の「3．出願資格審査について」に従って手続きを行ってください。
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注２．出願資格（7）に定める「文部科学大臣の指定した者」とは、次の各号何れかの用件を満たす者をいいます。
１、大学を卒業した後、大学、研究所等において２年以上研究に従事した者で、本研究科において、当

該研究の成果等により、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者。
２、外国において学校教育における16年の課程を修了し、または外国の学校が行う通信教育における授

業科目を我が国において履修することにより当該外国の学校教育における16年の課程を修了した後、
大学、研究所等において２年以上研究に従事した者で、本研究科において、当該研究の成果等によ
り、修士の学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者。

注３．大学、短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校の卒業者や外国大学日本分校等の修了者など大
学院入学資格を有していない者で出願資格（8）により出願しようとする者について、出願資格審査（本
研究科における能力の個別審査）を行います。

３．出願資格審査について
　出願資格⑹、⑺、⑻により出願を希望する者は、出願に先立って出願資格審査を行いますので、
下記要領により指定する提出期限までに関係書類を提出してください。提出に際しては、必ず事前
に、志望クラスタ主任の承認を得て下さい。なお、下記の提出書類等から取得した個人情報につい
ては、本学の入試関連業務以外の利用目的には使用いたしません。
⑴ 提出書類等

提　出　書　類　等 備 考
①出願資格審査申請書 本研究科所定様式。志望クラスタ主任の承認印を得ること。
②卒業（修了）証明書 最終学歴となる学校が作成したもの。
③成　績　証　明　書 最終学歴となる学校が作成し、厳封したもの。

④学修状況説明書

大学院修士課程修了と同程度以上の学修状況があることを以下の要領で項
目を列挙して記述してください。
 （A４用紙に印字、様式詳細は自由）
・番号・・・⑴から通番
・学修項目種別・・・以下の何れか
学術論文、学会発表、特許、作品、技術開発、プロジェクト参画、その他。

・項目名称と参照情報
例えば学術論文の場合、項目名称は論文標題、参照情報とは論文誌名、
巻、号、ページ、発行所、発行年、共著者等、その他の項目の場合もこ
れに準じて詳しく、該当学修項目を特定できる情報を記述。

・項目内容・・・200字程度

⑤出願資格⑹に関する
書類

出願資格⑹により出願を希望する者のみ。
出身大学長等が作成（署名）したもので、下記の内容が記載された様式及
び添付書類。
【様式例】
□□大学としては、本学の学生である◇◇　◇◇氏は、「（審査名称）」に合
格し、修士の学位を有する者と同等以上の学力を有する者であることを確
認し、報告いたします。また、当該審査に関する以下の添付資料を同封し
ます。（外国語の場合は日本語訳を添付すること）
【添付資料の例】
①当該審査の合格基準（外国語の場合は日本語訳を添付すること）
②当該審査の合格と当該大学における修士の学位の授与要件の関係を示す
資料（外国語の場合は日本語訳を添付すること）

③当該審査に合格した者と当該大学に編入学した他の大学の修士の学位を
有する者の当該大学における博士の学位を授与するプログラムにおける
取扱いの関係を示す資料（外国語の場合は日本語訳を添付すること）

 【注１】上記以外で、審査上必要な書類を請求する場合もあります。
 【注２】上記の提出書類が英語以外の外国語で記載されている場合は、日本語または英語の訳文を

添付してください。ただし、⑤出願資格⑹に関する書類は、外国語で記載されている場合
は日本語訳を添付してください。



−3−

(2) 提出期限
三次募集：２０２０年１月２２日（水）午後５時必着

・受付時間は、午前９時から午後５時までとします。
・郵送の場合は角型２号サイズ封筒を用い、「書留・速達」で提出期限内に必着するよう
郵送してください。なお、提出期限を過ぎて到着したものは受理しません。

(3) 審査方法
提出書類により審査します。

(4) 審査結果の通知
審査結果は、下記を目途に郵送にて通知します。
三次募集：２０２０年１月３１日（金）頃

(5) 提出先および問合せ先
和歌山大学学務課学部支援室システム工学部係
〒640−8510　　和歌山市栄谷930番地
TEL　073−457−8021

４．出願手続
⑴ 出願書類等
下記の出願書類等により取得した個人情報については、本学の入試関連業務以外の利用目的に
は使用いたしません。

提 出 書 類 等 備 考

入 学 願 書
本研究科所定様式。記載必要事項を楷書で丁寧に記入してください。配属を希望するクラスタは必ず
記入してください。また、検定料納入の際に金融機関から交付される「振込金受付証明書（C票）」を
所定の欄に貼付してください。（※「振込金受付証明書（C票）」については、本学大学院博士前期課程
の2019年度修了見込者は不要です。）

受験票・写真票 本研究科所定様式。記載必要事項を楷書で丁寧に記入してください。

研究経過説明書 大学院修士課程（またはそれに相当する活動）における研究の概要を2,000字程度で記述して
ください。（Ａ４紙に印字、様式詳細は自由）

研 究 計 画 書
大学院博士後期課程入学後の研究計画を2,000字程度で記述してください。
 「システム工学研究科の教育研究分野」（8〜10ページ）を参考にしてください。
 （Ａ４紙に印字、様式詳細は自由）

修士（博士前期）課程
修　了　証　明　書
または修了見込証明書

出願資格⑴⑵⑶⑷⑸該当者。
出身大学長または研究科長が作成し、厳封したもの。

大学院学業成績証明書 出願資格⑴⑵⑶⑷⑸該当者。
出身大学長または研究科長が作成し、厳封したもの。

出願資格審査結果通知書 出願資格⑹⑺⑻該当者。確認後、返却いたします。

学位授与証明書 学校教育法第104条第４項の規定による学位授与の場合に提出。

在留カード（外国人登録証
明書）または旅券の写し

外国籍の者のみ提出。
「在留カード（または外国人登録証明書）」の交付を受けている外国人はカードの表面と裏面の
コピーを提出してください。
「在留カード（または外国人登録証明書）」の交付を受けていない者はパスポートのコピー（国籍、
氏名等が記載されたページと在留資格・在留期間等が記載されたページ）を提出してください。

検定料（３0，000円） 別添の振込依頼書により金融機関の窓口にてお振込ください。
※本学大学院博士前期課程の2019年度修了見込者は不要です。

宛 名 シ ー ル 本研究科所定様式。住所、氏名、郵便番号を明記してください。

受験票送付用封筒 本研究科所定封筒。住所、氏名、郵便番号を明記の上、374円 切手を貼付してください。
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(2) 出願に際しての注意事項
① 出願書類に不備がある場合は、原則として受理しません。
② 出願後は、原則として記載事項の変更は認めません。
③ 受理した出願書類は返還しません。
④ 出願書類に虚偽の記載をした者は、入学決定後であっても入学を取り消すことがあります。
⑤ 出願後、⑴の出願書類等以外に、本研究科が必要とする書類を求めることがあります。
⑥ 出願書類が英語以外の外国語で記載されている場合は、日本語または英語の訳文を添付して

ください。
(3) 出願書類等の提出期限および提出先

出願者は、前記の書類等を一括取り揃え、下記の出願期間内に提出してください。
三次募集：２０２０年１月２０日（月）～１月２２日（水）午後５時必着

・窓口受付時間は、午前９時から午後５時までとします。
・郵送の場合は本研究科所定の封筒を用い、「書留・速達」で提出期限内に必着するよう郵送し
てください。なお、提出期限を過ぎて到着したものは受理しません。

出願書類等の提出先

和歌山大学学務課学部支援室システム工学部係
〒640−8510　和歌山市栄谷930番地

５．選抜方法等
　研究経過説明書および研究計画書等の出願書類審査と面接（口頭試問）の結果を総合して合格者
を決定します。
⑴ 面接（口頭試問）
個別に面接を行い、提出された研究経過説明書と研究計画書およびそれらに関連する専門領域
の内容について試問します。
日時：三次募集：２０２０年２月８日（土）［予備日：２月９日（日）］

※集合時刻については、別途通知します。
場所：和歌山大学北１号館（システム工学部）
※自然災害等の理由により、試験日に実施ができないこととなった場合、翌日に順延して試
験を実施します。
その場合は、下記の和歌山大学システム工学部Twitterおよび和歌山大学システム工学部
ホームページにてお知らせします。（Twitterに書き込みをいただいても返信はいたしかねます）
システム工学部　Twitter ：　@sysWakayamaUniv
システム工学部ホームページ	 ：　https://www.wakayama-u.ac.jp/sys/

⑵ 受験票の送付等について
受験票は、試験の１週間前を目途に発送する予定です。

⑶ 受験上の心得
・面接室等は、当日通知します。
・集合時刻に遅刻した場合は、受験を放棄したものと取扱うことがあります。
・当日、交通機関等に支障をきたすような事態が生じても、受験することができるように注意
してください。
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・受験者個々の集合時刻は、受験票に記載し、通知します。
・受験のための宿舎、旅館は各自で確保してください。

６．合格者の発表
三次募集：２０２０年２月１４日（金）　午前１０時

・和歌山大学北１号館（システム工学部）の玄関ホールに掲示します。
・合格者には合格通知書を郵送します。
・電話等による合否の問い合せには応じません。
・本研究科ホームページ（https://www.wakayama-u.ac.jp/sys/grad_sys/）に合格者の受験
番号を掲載します。（掲載期間：合格発表日の正午から、１週間後の17時まで）
※これは本学部が情報提供の一環として行うものであり、公式の発表は、掲示もしくは合格通知で行
います。また、回線や機器の状態により、閲覧できなくなる場合がありますので、ご留意ください。

７．入学時期
　入学の時期は、２０２０年４月です。

８．入学手続
　　　入学手続期間は、下記のとおりです。合格者には入学手続書類等を合格通知書とともに発送の予定です。

２０２０年３月２６日（木）から３月２７日（金）

・期間内に入学手続きを行わなかった場合は、入学を辞退したものとして取扱います。

９．入学料及び授業料
⑴ 入学料　　２８２，０００円
⑵ 授業料　　２６７，９００円　 ＜前期分＞　（年額  ５３５，８００円）
・上記記載の金額は、2019年度のものです。2020年度入学者の納付金額については、決定次第、
別途お知らせします。
・2020年３月に本学大学院博士前期課程を修了した者で、引き続き博士後期課程に進学する者
については入学料は不要です。

１０．その他
・本選抜における志願者数、受験者数、合格者数、入学者数についてはホームページに開示し
ます。（ただし、入学者数については次年度確定後）
・本選抜において取得しました個人情報については、本学の入試関連業務以外の利用目的には
使用いたしません。
・�「募集要項」などの郵送を希望する場合は、ホームページを参照の上、ご請求いただくか、下
記の問い合わせ先までお問い合わせ下さい。

◇募集要項請求および問い合せ先◇
和歌山大学学務課学部支援室システム工学部係
〒640−8510　和歌山市栄谷930番地
TEL　073−457−8021（直通）
E-mail　sysgakumu@ml.wakayama-u.ac.jp
ホームページ：https://www.wakayama-u.ac.jp/sys/grad_sys/

［ホームページ］
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システム工学研究科博士後期課程の案内
１．教育課程および特色
　本研究科博士後期課程では、研究論文作成を目的とする教育研究指導ではなく、実践性の高い教
育課程としています。
　教育研究指導は原則として企業、研究所等、コンソーシアム、学協会等のタスクフォース、また
は特に外国大学など、他大学との共同研究の中で行い、共同研究者との意見交換を密にする開放的
な研究指導体制として、常に社会や産業界の最新のニーズと技術動向を的確につかみ、それに向け
ての技術的挑戦の核となる実戦力を養成します。
　また、論文至上主義に偏ることなく、研究の実用性検証を必須としています。実用的システムを
視野に入れ、必要性の分析、目的の明確化、設計・実現・応用技術の開発に加え、コスト見積り、
資源配分計画、リスク管理、マーケティング戦略、サービス展開戦略など、技術と社会のさまざま
な側面での接触を意識した教育研究を行います。

２．博士後期課程の履修方法および研究指導
⑴ 開設授業科目および履修方法
・「システム工学特別講究Ⅰ」（２単位）
　それぞれの専門分野に応じて、国内外の研究開発事例を調査し題材とすることにより、
研究の目的・課題の展開と集約の技法、技術文書の構成法、プレゼンテーション・ディス
カッションの技術などを演習形式で修得します。

・「システム工学特別講究Ⅱ」（２単位）
　それぞれの専門分野に応じて、国内外の最先端かつ実証的な研究動向をさぐり、その関
連領域への影響を解析することにより、技術の複合的な相互作用、技術と社会環境変化と
の相関など、システム工学特有の問題とその対応方策について演習形式で修得します。

・「システム工学特別研究」（６単位）
　　　　研究指導に対応する科目です。
以上３科目、合計10単位を必修として履修するものです。

⑵ 研究指導
それぞれの専門分野に応じて、新規性・有用性に優れた研究開発課題を探索し、妥当な解決法
を見出して、実際に開発を推進する能力を養います。担当教員の関係する共同研究等における意
見交換も行い、実用性を含むさまざまな視点から適切な評価を行って、研究開発の方向性を調整
する能力もあわせて養います。
　研究論文に過大な重点をおくことよりも、研究開発対象の基本的アイデアが関連学会の学術論
文として発表できるレベルであることが求められます。

⑶ 修了要件
博士後期課程に３年以上在学し、所要単位を修得し、かつ、必要な研究指導を受け、本学大学
院の博士論文の審査および試験に合格することが必要です。ただし、優れた研究業績を上げたと
認められる者については、在学期間が短縮されることがあります。



−7−

⑷ 授与する学位
　「博士（工学）」を授与します。

３．博士後期課程学生への支援について
本研究科ホームページの「博士後期課程」をご覧ください。

　https://www.wakayama-u.ac.jp/sys/grad_sys/admission/index.html



システム工学研究科の教育研究分野
システム工学専攻　

クラスタ名 キーワード 教育研究内容 クラスタ
担当教員

コミュニケーション科学

コミュニケーション支援
無線ネットワーク
ビッグデータ
情報理論
ソフトウェアエコシステム
防災・減災支援
環境動態解析
景観生態学
都市農村計画
自然保護・再生
地域文化論

　本クラスタは、人を中心として、人と人、人
と機械、人と自然等の様々なコミュニケーショ
ンを研究対象とし、多様な対話を円滑にするこ
とにより人と自然に優しいシステムをつくるた
めの新しい技術や方法論を創造することで社会
に貢献することを目的としている。これを実現
するための幅広い領域について基盤技術から応
用分野までを取り扱う。

江種　伸之 教授
中島　敦司 教授
宗森　　純 教授
養父志乃夫 教授
吉野　　孝 教授
葛岡　成晃 准教授
原　　祐二 准教授
吉廣　卓哉 准教授
伊原　彰紀 講師
伊藤　淳子 助教
田内　裕人 助教

先 進 情 報 処 理
メ カ ト ロ ニ ク ス

実世界情報処理
人工知能
システム制御
ロボティクス
機械学習
メカトロニクス計測

　本クラスタでは、これからの社会に役立つ機
械情報システムを創造することを目的として、
人工知能、システム制御、計測、ロボティクス
などの分野について先進的な理論と技術を探究
する。各技術が複合した統合システムなども研
究開発することで、高度な科学技術に対応でき
る能力を養う。

中嶋　秀朗 教授
長瀬　賢二 教授
中村　恭之 教授
村田　頼信 教授
小川原光一 准教授
松井　　徹 准教授
丸　　典明 准教授
土橋　宏規 講師
八谷　大岳 講師

知 能 科 学

人工知能
機械学習
環境知能
群知能
脳科学
生体医工学
情報ネットワーク
データ科学
インターネットオブシングス（IoT）
マルチエージェントシステム
コンピュータビジョン
ヒューマンコンピュータインタラクション
学習支援システム
Webインテリジェンス

　本クラスタでは、人間の知能原理・行動原理
を探究し、人間と機械の融合に向けた次世代イ
ンタフェースを開発し、情報ネットワークを
ベースとした新しい通信技術を実現するための
教育・研究を行う。具体的研究テーマは以下の
通り。
・人工知能や機械学習技術を用いたインテリ
ジェントシステム

・生活環境の中に人の活動に適応する機能を持
たせる環境知能やIoT

・社会のダイナミクスをコンピュータ上で模擬
するマルチエージェントシステム

・自己組織化されたシステムの集合的振る舞い
から創発する群知能、人工生命

・脳機能分析とブレインマシンインタフェース、
認知アーキテクチャ

・生体信号処理とヘルスケアシステム
・視覚情報処理とパターン認識
・人とコンピュータのインタラクション支援、
拡張現実

・無線LANやセンサネットワークに基づく応
用サービス、情報セキュリティ

・データベース検索、データマイニング、SNS
分析、Webアプリケーション

内尾　文隆 教授
呉　　海元 教授
坂間　千秋 教授
宮本　伸一 教授
曽我　真人 准教授
塚田　晃司 准教授
松田　憲幸 准教授
村川　猛彦 准教授
川橋　　裕 講師
鈴木　　新 講師
藤本　章宏 助教
三浦　浩一 助教
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クラスタ名 キーワード 教育研究内容 クラスタ
担当教員

デ ザ イ ン 科 学

視覚伝達デザイン
プロダクトデザイン
ソフトウェアデザイン
ユーザインタフェースデザイン
人間工学
建築設計
空間デザイン
景観デザイン
都市デザイン
まちづくり・むらづくり
防災・減災

　デザインとは、多様な要求や諸条件を分析し、
それらを具体的な「かたち」として創造的かつ
系統的に統合していく行為である。その理論と
技術を、企画・設計・造形の各段階およびそれ
ら相互の連関を軸として科学的かつ工学的に教
育研究する。これによって得られた新たなデザ
イン思想や方法を使い、製品や建築・環境とし
て広く社会に還元するとともに、ひと・もの・
環境が連係する協調的なシステムに対する知見
を高めることを目的とする。

鯵坂　恒夫 教授
髙砂　正弘 教授
原田　利宣 教授
宮川　智子 教授
河崎　昌之 准教授
佐久間康富 准教授
平田　隆行 准教授
福安　直樹 准教授
満田　成紀 准教授
川角　典弘 講師
松延　拓生 助教

シ ス テ ム 知 能

音声メディア
音環境理解
聴知覚特性評価
コンピュータ・ビジョン
拡張現実感
コンピュータグラフィックス
ソーシャルセンサ
プロジェクションマッピング
機械学習
リポジトリマイニング
データマイニング

　本クラスタでは、テキスト、音声、画像など
様々なメディア情報の解析と生成および提示に
関する研究を行うが、メディア固有の問題に拘
ることなく、「学習」、「識別」、「検索」、「変換」
など、共通する情報処理の枠組みを探求するこ
とを重視し、この枠組みを通じて情報処理シス
テムの高度化と知能化を目指す。学生の教育で
は、問題の「発見」「定式化」「解決」といった
研究能力とともに、将来の科学・技術研究の担
い手としての高い学問的モラルも涵養すること
を目指す。

天野　敏之 教授
入野　俊夫 教授
風間　一洋 教授
和田　俊和 教授
岩崎　　慶 准教授
大平　雅雄 准教授
西村　竜一 助教

物 理 工 学

ソフトアクチュエータ
マイクロマシン
光波センシング
光ファイバ通信
情報フォトニクス
顕微光イメージング
数理モデル解析

　物理学や材料の知見に基づいて、新たな仕組
みのマイクロマシンやアクチュエータの実現、
光による情報の超高速伝送・高機能処理・３次
元記録技術・顕微イメージング、および物理モ
デルの数学解析に関する教育と研究を行なう。
確とした学問をベースに、日々進展している技
術と新たな発想とを加えながら、デバイス・方
式・システムにわたる分野の議論を行なう。

久保　雅弘 教授
土谷　茂樹 教授
野村　孝徳 教授
松本　正行 教授
似内　映之 准教授
幹　　浩文 講師
宮崎　　淳 講師
菊地　邦友 助教
最田　裕介 助教
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クラスタ名 キーワード 教育研究内容 クラスタ
担当教員

ナ ノ マ テ リ ア ル

機能性金属クラスタ
自己集積型錯体
触媒
分子物性化学
有機合成化学
有機典型元素化学
量子有機化学
ソフトマテリアル
超分子化学
光機能分子化学
機能性有機・無機複合材料
バイオ分析
化学センシング
生体適合性材料
生体関連化学
核酸化学
ケミカルバイオロジー

　本クラスタでは、ナノレベルでの物質や生命
現象の理解と制御、計測、機能発現などを行な
うために必要な理論と技術に関する教育と研究
を理論化学と合成化学の両面から行い、最先端
の「ものづくり」や資源・環境保全に対応でき
る技術者の養成を目指す。主な教育研究内容は、
以下の通りである。
・陰イオン性金属酸化物・金属過酸化物クラス
タを中心とした多核金属錯体の設計、合成、
構造決定、集積挙動の解析および触媒等応用
分野の開拓。

・機能性有機典型元素化合物の設計・合成およ
び量子有機化学の適応。

・高機能性の有機分子・高分子ならびに超分子
の設計・合成と応用

・センシング技術による物質移動と環境の現象
解明およびその基礎技術の応用

・新規な機能有機・無機複合材料の設計・合成
に基づく分離・分析法の研究・開発や生体試
料測定のための選択性や感度の優れた分析化
学技術の開発。

・生体分子検出・制御のためのケミカルツール
の設計・合成、ならびに生細胞への応用。

坂本　英文 教授
橋本　正人 教授
矢嶋　摂子 教授
大須賀秀次 准教授
奥野　恒久 准教授
坂本　　隆 准教授
中原　佳夫 准教授
林　　聡子 准教授

ナノテクノロジー

固体物性
表面科学
結晶成長
物性理論
第一原理計算
レーザー分光
酸化物半導体
アモルファス半導体
半導体ナノ材料
有機半導体
光・電子機能材料
光・電子デバイス
物理化学
原子層科学

　本クラスタでは、物質を構成する原子・分子
を思い通りに配列・操作して、新たな機能を持
つ材料やデバイスを作り出すことを目指す。と
くに、ナノレベルでの物質の物理的理解に基づ
いて、新規物質の合成、種々の物性の先端的計
測、新機能発現とデバイス応用など、ナノテク
ノロジーの核となる教育研究を行う。主な内容
は以下のとおりである。
・様々な無機・有機物質系の物性に関する理論
解析と新規ものづくり提言。

・物性物理の基礎から、新規ナノ物質の光・電
子・スピンによる機能性に至る、幅広くかつ
先進的な教育・研究。

・無機および有機半導体薄膜の高機能化を目指
した材料・プロセス技術の開発とそれらを用
いた新規な光・電子デバイスの開発。

・導電性有機結晶の開発、結晶構造の予測

惠下　　隆 教授
木曽田賢治 教授
木田　浩嗣 教授
田中　一郎 教授
秋元　郁子 准教授
宇野　和行 准教授
尾崎　信彦 准教授
山門　英雄 准教授
小田　将人 講師

知 的 モ デ リ ン グ

循環システム
数理計画
投入産出分析
コンピュータグラフィックス
GIS
計算幾何
形状モデリング
コンピュータビジョン
環境観測
環境解析
物質移動
地球環境

　本クラスタでは、実世界の対象や現象を数理
工学的にモデル化し、システム設計・解析やコ
ンピュータ・シミュレーションを通じて、問題
解決を行うための理論と技術について教育・研
究を行う。具体的には、システム工学のさまざ
まな領域における、数理モデリング、形状モデ
リング、社会モデリング、環境モデリングなど
のモデリング手法を学び、実問題を解決するた
めのモデルの構築と妥当性の評価について幅広
い議論を行う。

井伊　博行 教授
今井　敏行 教授
吉田　　登 教授
床井　浩平 准教授
山本　秀一 准教授
山本　祐吾 准教授
谷口　正伸 助教

−10−


	空白ページ



